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こう使われた
一般会計決算の概要

わ
た
し
た
ち

が
納
め
た
税
金
は
ど
ん
な
役
割
を
果

た
し
、
ど
の

よ
う
に
便
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
五
十
八
年

度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

の
決

算
が
九
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
八
年
度
は

教
育
費
が
歳
出
の
第
一
位
を
占
め
、

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
、
各
校
の
プ

ー
ル

補
修
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
歳
入
は
前
年

比
一
六
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
渇
水
対
策
受
託

事
業
終
了
に
よ
る
も
の
で
す
。

今
月
は
、
お
も
に
一
般
会
計
の
便
い
み
ち
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●町　 税

町　 民　 税

固定資産税

たばこ消費税

電　 気　 税

そ　の　 他

総　 務　 費

・観月台 公1聞管理　　　　　　　　　　　　　1･10

・ 駅前|･|転車駐巾燭整理　　　　　　　　　　2.

・防犯対策　　　　　　　　　　　　　　　2.543

脚立Ｆ円

民　 生　 費

・重度心身障害占医療および見欝金　　　　　8  . 7 円

・長なり 兄う･μ(  敬 老 会 敬老睨匐　　　　2  ｺ 02

・老人クラブ活動の助成　　　　　　　　　　 】 .5 ) 2

・ 老人家庭泰 仕 員設訳lμ業　　　　　　　　　l,  608

・?L児医療費扶助･卜賀　　　　　　　　　　　2  . 666

・児童予当交付金　　　　　　　　　　　　23  . 787

・保育 嘔裏　　　　　　　　　　　　　　　57.7

町民１人当り使ったお金

I  側 , 38 ｲ円

投資的経費　　　38  , 612円

人　 件　 費　　　48,673 円

補 助 費 等　　33  , 282円

物　 件　 費　　　16  , 186円

公 債 費 等　　25  , 631円



19億円は

昭和58 年度

▲完成した国見勤劣者体育センター

衛　生　費
・ 老人保健事業　　　　　　　　　　　　　31.28 〇

・　一般健|奢診査　　　　　　　　　　　　　4  .262

・ 各種予防接柯事業　　　　　　　　　　　　2.846

・藤Ⅲ病院rl損 金　　　　　　　　　　　　 】25.952

・ごみ収集業務委託 事業　　　　　　　　　　6.7

・伊建地方衛生処理組合負担金　　　　　　　47.9 〔〕9

農林水産業費

・農裏団体育成　　　　　　　　　　　　　　 】,961

・水川再紹対策集間転作加算金　　　　　　　4  . 274

・災害経営資金11j子補給　　　　　　　　　　4. 】

・ 采実共選施設合理化事業　　　　　　　　　9.373

・県内向野菜生産団地育成事業　　　　　　　6.525

・落葉米樹低位園再開発事業　　　　　　　　3.220

・転作基盤合理化促進事業　　　　　　　　　5.298

・青果物価格補償事業　　　　　　　　　　　4.713

・伊達西部土地改良事業　　　　　　　　　48.812

・広域農道螫鋼事案　　　　　　　　　　　.  8

商　工　費
・商工振興事業助成　　　　　　　　　　　　4  ､

・中小企業振興預託金　　　　　　　　　　　2.

・店舗近代化資金預託金　　　　　　　　　　2.

・中小企業経言合理化資金貸付金　　　　　　4.

土　 木　 費
(・1道の整備)

・新設．改良路線の調査、設計　　　　　　　7.4

・新設、改良舗畿側溝整備　　　　　　　　   0.4 的

・道路敷購人．補償　　　　　　　　　　　18.500

{道路．鴪･梁維持管理}

・道路台帳螫嫋　　　　　　　　　　　　　6.

・道路檎梁維持.［ 事　　　　　　　　　　　25.472

(河川の整備)

・河川の改良、維持　　　　　　　　　　　24.276

( 公営住宅)

・維持管理　　　　　　　　　　　　　　　3.2

・畳入れ餃　　　　　　　　　　　　　　　1,060



消 防 費

・防災行政無線設置運営　　　　　　　　　　2.044

・防火水槽補修　　　　　　　　　　　　　38

・消防団員制服　　　　　　　　　　　　　　1  .566

・機械器具等維持管理　　　　　　　　　　　099

・伊達地方消防組合負担金　　　　　　　　61  .097

・消防補賞．賞じゅっ金等負担金　　　　　　3.7  図

労　 働　 費

・労働古金融対策肌託金　　　　　　　　　　2.

・未組織労働古金触対 策 金　　　　　　　　730  

教 育 費
(学校教育)

・県北中学校改築準仰金槙立　　　　　　　　65.

・藤田小学校プール塗装　　　　　　　　　　3.7

・小坂小学校プール塗装．附属施設建設など　　9.375

・ 大木戸小掌校プール附属施設建設　　　　　3.465

・小中学校教材教具の購入　　　　　　　　　7. 加1

・ 児童，生徒諸活動援助　　　　　　　　　　517

・学校給食の充実　　　　　　　　　　　　.745

{社会教青}

・社会教青関係団体の育成　　　　　　　　　1  ｺ 22

・ 各f●教室，講座の開設　　　　　　　　　　4

・公民館暖房設嬋螫嫋　　　　　　　　　　　3  鉛

・ 公民館施設の管理連言　　　　　　　　　　7.7

(社会体育)

・勤労者体青センター建般，備品　　　　　　39.  5

・町民運動場整備工事　　　　　　　　　　　4,039

・体育施設管理運営　　　　　　　　　　　3.778

(文化財)

・文化財保護調査管理　　　　　　　　　　　144

・文化ほ4保存　　　　　　　　　　　　　　4.  0

水道事業決算額

収益的

‘,` ;

収　支

齡

収

入

営　 業　 収　 益 1  億 3.  7万円

営　業 外 収 益 407万円

計 １億4  ｡ 094万円

支

出

営　 業　 費　 用 8.449万円

営　業 外 費　用 2.717万円

計 １億l,  6万円

●･

資本的

加

収　 支

収入 針 o円

支

出

建　 般 改　良　賢 516万円

企 業 讀 償 還 金 2.  9万円

他合計借入金僕還金 200万円

計 2 , 765万円

峯資本的収支飯が資本的支出飯に不足する額2.765 万円は，

過 年度分損益勘定留保資金l,  3 行万円及び当 年度分損益劼

定留保資金l.  3 万円で補てんした。

特別会計決算額

会 計　名 歳　し　人 歳　　 出 差　引

国民健康保険 5  億 4. 0万円 ４億8.  6 万円 5.  0万円

貝田簡易水道 １億3,464 万円 1  億 3.  3万円 21万円

育　　　 英 468万円 466万円 2万円

入 山 財 産 区 617万円 600万円 17万円

大木戸財産区 62万円 7万円 55万円

藤 田 財 産 区 74万円 18万円 56万円

石毋田財産区 111万円 74万円 37万円

北 山 組 合 954万円 824万円 130万円

老 人 保 険 ４億　466 万円 3 億 9 ､ 726万円 740万円



小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
交
歓
会

昭
和
五
十
九
年

度
町
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
（
陸
上
）

交

歓
会
が
、
十
月
六
日
午
前
九
時
十
五
分
か
ら
藤
田

小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

藤
田
・
小
坂
・
森
江
野
・
大
木
戸
の
四
校
の
全
六

年
生
百
七
十
二
名
が
参
加
し
、
百
メ
ー
ト
ル
走
、
千

メ
ー
ト
ル
走
、
四
百

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
の
三
種
目
に

熟
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

今
年
で
四

年
目
を
迎
え
る
こ
の
大
会
は
、
ま
も
な

く
中
学
生
に
な
る
各
校
の
六
年
生
を
一
同
に
会
し
、

交
流
を
深
め
あ
い
、
お
互
い
の
体
力
の
向
上
に
努
め

よ
う
と
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
子

供
た
ち
の
元
気
な
姿

を
カ
メ
ラ
で
お
い
か
け
て
み
ま
し
た
。

●ゴールイン.ぴ（女子100メートル走）

４

負

け

る

も

ん

か

″
‐
（

男

子

百

メ

ー
ト

ル

走

）

▲それ、たのむわよ.？C 女子400メートルリレー） Ａさあ、頑張るぞ､ゲ（男子400メートルリレー）



献
血
バ
ス
が
東
町

～
百
二
十
五
名
が
献
血
～

九
月
十
九
日
、
献
血
バ
ス
が
来
町

し
、
公
民
館
前
、
藤
田
小
学
校
、
県

北
中
学
校
の
一
二
か
所
で
献
血
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

今
回
も
、
百
二
十
五
名
の
方
々
が

献
血
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
‘

次
回
の
献
血
バ
ス
の
米
町
は
、
十

一
月
二
十
八
日
の
予
定
と
な
っ
て

い

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
敬

称
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）
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八
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光
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佐
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ヒ
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広
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佐
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間
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松
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吉

田
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藤
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美
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ニ
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ゆ
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典
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遠
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吉
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ま
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（
信
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金
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夫
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消

野

富

雄

（
生
協
国
見
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光
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宮
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岡

映

子

《
舉
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中
学
校
》

雉
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司
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》
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真
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孝

涓
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ス
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伝

五

八

鳥

武

喜

高

野
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須
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光
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美

子

阿

部

洋
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斎

藤

か

ゆ

り

佐

藤

幸

夫

朽

木

好

秋

松

浦

衆

子

菅

野

好

美

清

水

幹

男

佐

藤

邦

雄

菊

地

寡

仲

半

沢

ア

サ

子

後

藤

キ
　

ヨ

斎

藤

よ

し

子

佐

藤
　
　

隆

中

木

勝

暇
刀

安

彦

敬

子

松

浦

チ

イ

安

斎

淑

子

仲

村
　
　

匡

大

竹

秀

鳧

佐

俘

恭

子

横

山

市

郎

星
　
　

‐．
　

男

池

Ⅲ

祥

子

千

葉

桂

子

吉

旧

占

夫

松

田
　

き

よ

江

遠

藤

窖

正

小

池

芳

男

一

本

田

ゆ

り

子

円
楽
師
匠
が
講
演

～
ユ

ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
～

町
制
施
行
ニ
ー十
問
年
記
念
の
文
化

講
演
会
が
、
十
月
六
日
午
後
一
時
か

ら
、
町
民
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

佐
藤
猝
右
工
門
町
長
が
あ
い
さ
つ

を
し
た
あ
と
、
鱗
踊
会
、
松
鳥
会
の

舞
踊
発
表
が
あ
り
、
続

い
て
、
落
隔

家
の
一
二
遊
亭
円
楽
師
匠
が
登
壇
。
「

親
か
ら
ｆ
供
へ
の
お
く
り
も
の
」
と

咽
し
て
、
一
時
間
半
に
わ
た
り
講
演

し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
川
楽
師
匠

を
一
目
兄
よ
う
と
、
会
場
に
つ
め
か

け
た
１
人
近
い
町
民
は
、
ユ
ー
モ
ア

を
た
っ
ぷ
り
交
え
た
円
楽
師
匠
の
家

庭
牧
育
論
に
。
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

▲円楽師匠の講演に聴き入る町民

身近にある野草・薬草

④

ン　　　　ソ

全
国

各
地

に
分

布
し
て

い
る

お
な

じ
み
の

植
物

。
中
国

南
部

地
方
原

産

の
一
年

草
で

、
全

草

に
芳
香

が
あ
り

ま
す

。

草
丈

は
Ｉ
．一
十
一

八
十
ｍ

く

ら

い
。

茎
は
四

角
で

長

さ
七
～

十
二
『

輻

瓦
一

八

｀
の
鋸
歯

の

あ
る
濃

紫
色
の

葉
を

向

い
合

っ
て
つ
け

、
貶

か

ら
秋

に
肢
光

に
花
穂

を
出

し
、
自

ま

た
は

薄

紫
色
の

唇
形

の
小

花
を

つ
け

ま
す

花

後
、

禍
色
の

小

さ
な
種

子

が
で
き

ま
す
。

葉
の
両

面

が
緑

色
で

、
花

が
自
色

で

持

に
香
り

の
よ

い
の

が
ア

オ
ジ
ソ

葉

が
赤

紫
色

で

ち
り

め
ん
状

に
縮
ん

だ
の

が
チ

リ
メ

ン

ジ
ソ
。

梅
漬
け

に

は
チ

リ

メ
ン

ジ
ソ
、

料
理

に
は
ア

オ

ジ
ソ
が
使

わ

れ
ま
す

。

▼
薬
用
▲

葉
は
匕
Ｉ
九
月
ご
ろ
、
こ
き
と
り
、

半
日
ほ
ど
日
干
し
に
し
た
の
ち
、
風

通

し
の

よ

い
場
所

で

陰
干
し

し

ま
す
。

種
子

は
実

を
も

ん
で

落
と
し

、
陰

干

し

に
し

ま
す
。

カ
ゼ
に
　

一
日

址
で
剣

ん
だ

乾
燥

葉

と
種
１

六
一

十

グ
ラ

ム
を
水

二
百

｀

で

半
鼠

に
煎

じ
、
二

～
一
。一
回

に
分

服
。

熏
に
よ

る
中

毒
に
　

棧
子

。干
１
六
グ

ラ

ム
を

水
で
服

川
。

ま
た

は
、

こ
ま

か
く
刻

ん
だ
乾

煉
葉

茶

さ
じ
｛

杯

に

熱
湯
を

注

い
で

服
用

す

る
。

▼
食
用
▲

塹
、
花
穂
は
手
で
つ
み
と
り
、
種

子
は
し
ご
い
て
と
る
。

料
理
　
葉
は
生
の
ま
ま
衣
を
つ
け
て

天
ぷ
ら
、
薬
味
、
漬
け
物
。
油

い
た

め
、
汁
の
実
に
。
乾
燥
さ
せ
て
シ
ソ

茶
。
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー
に
漬
け
て
健

康
酒
に

一
実
も

｝。
実
は
つ
く
だ
煮
、

漬
け
物
、
か
き
揚
げ
に
。

山
野
草
カ
ラ

ー
百
科
か
ら



ふるさとの文化財

⑦国指定史跡

阿津賀志山防塁
菊　池　利　雄

文
治
五

年
（

一
一

八
九

）
の
奥

州

合

職

に
お
け

る
、
最
大

の

激
戦
地

と

な
っ
た

厚
樫

山
に
は

、
藤
原

泰
衡

が

源

頼
朝

の
鎌

倉
翠
を

迎
え
討

つ

た
め

に
築

い
た

。
阿

津
賀

志
山
防

塁
跡

（

ふ
た
え
ぼ
り

二

重
堀

）
が

あ
る

。

こ
の

防
塁

に
つ

い
て
は

、
「
吾

妻

鑑
」
の

八
月
七

日
（

文
治
五

年

）
の

条
に
、

「
阿

津
賀
志

山

に
城

壁

を
築

き
、
要

害
を

鮴
め

、
国
見

宿
と

彼
山

と
の
中

間

に
、
俄

に
口
五

丈
の

堀
を

かま
　

７

く
ま

碵

え

、
逢
隈

川
の

流
れ
を

堰
入

れ
て

柵
ど

な
し
、

異
母

兄
西
ノ

木
戸
国

衙

を
以

て
大
将
軍

と
な
し
、

（
中

略

）

二
万

騎
の
軍

兵
を

差
副

う
、
凡

そ
山

中
一
‘一
十
里

の
問
健

士
充
満

す
」

と
あ

る

。防

塁
跡

は
。
厚

樫
山

（
二
八

九

ｍ
）

の
中

腹
を
始

点

と
し
、
ｋ
ｆ
奠

部
を
直

線
状

に
平

地
に
下

り
、

滑
川
東

岸

の

川
岸
段
丘
上
に
沿
っ
て
、
阿
武
隈
川

の
旧
河
辺
で
あ
る
瀧
川
に
い
た
る
、

こ
丁

二

㎞
に
わ
た
っ
て
帯
状
に
４
続

す
る
遺
構
で
。
従
来
は
全
畏
に
わ
た

っ
て
二
重
の
空
濠
と
、
三
重
の
土
塁

か
ら
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き

た
が
、
昭
和
四
十
六
年
と
五
十
四
年

の
二
回
に
わ
た
っ
て
、
福
鳥
県
教
宵

委
只
会
が
行
っ
た
発
掘
鯛
査
か
ら
、

大
木
戸
の
段
ノ
越
や
出
郭
で
あ
る
森

山
の
中
島
で
は
、
一
重
部
分
の
堀
も

検
出
さ
れ
て
お
り
、
幅
も
「
吾
妻
鑑
」

に
い
う
凵
五
丈
（
十
瓦
ｍ
）
と
ほ
ぽ

一
致
し
て
い
る
。

濠
の
深
さ
は

√

汪
剽
二
・
八
ｍ

の
Ｖ
字
形
を
な
す
薬
研
堀
で
あ
り
、

逢
限
川
の
流
れ
を
堰
入
れ
た
と
あ
る

が
、
西
根
台
地
上
に
あ
る
防
塁
と
氾

濫
原
を
流
れ
る
川
と
の
段

差
か
ら
み
て
も
、
不
可
能

で
あ
ろ
う
。
地
元
の
伝
承

に
よ
れ
ば
、
藤
原
泰
衡
は

こ
の
空
濠
に
白
米
を
ま
い

て
川
に
み
せ
か
け
よ
う
と

し
た
が
、
カ
ラ
ス
が
き
て

米
を
つ
つ
い
た
の
で
鎌
倉

勢
に
兒
や
ぶ
ら
れ
た
と
い

う
が
、
真
実
を
伝
え
た
も

の
で
は
な
い
。

遺
構
の
現
況
は
、
東
北

本
線
・
岡
道
四
号
線
・
東

北
縦
貫
自
動
車
道
な
ど
に

よ
る
分
断
や
、
平
野
部
に

お
け
る
耕
地
化
の
進
展
に

と
も
な
っ
て
、
旧
観
の
失
わ
れ
た
所

も
多
い
が
、
厚
樫
山
の
中
腹
か
ら
山

麓
部
に
か
け
て
の
大
木
戸
・
石
け
田

・
森
山
の
阿
津
賀
志
山
・
国
見
、
大

木
戸
の
遠
矢
崎
・
高
橋
お
よ
び
西
大

枝
の
ｈ

・
下
二
重
堀
付
近
に
お
け
る

防
塁
跡
は
．
旧
状
が
良
く
残
さ
れ
て

い
る
．

防
塁
跡
付
近
一
帯
の
地
は
、
文
治

五
年
の
八
月
七
日
か
ら
十
日
に
か
け

て
、
奥
州
合
戦
の
激
戦
地
と
な
っ
た

古
戦
場
で
あ
り
．
謙
倉
幕
府
の
全
国

支
配
の
帰
趨
を
考
え
る
上
で
の
．
皿

要
な
遺
構
と
し
て
、
昭
和
五
十
五
年

三
Ｈ
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
．

参
考
文
献

「
吾
妻
鑑
」「
国
兄
町
史
」

丁

二
卷
、「
伊
達
西
部
遺
跡
発
掘
調

査
報
告
書
」「
日
本
城
郭
大
系
」

■
表
紙

カ
メ
ラ
歳
時
記

⑦

「
ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア

」

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
指
導
で

体

力

づ
く

り

小
坂
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
男
子
で

構
成
す
る
「
ス
パ
ー
ク
ス
」
の
監
督

と
し
て
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
指
導
を

続
け
て
五
年
目
を
迎
え
る
後
藤
直
一

さ
ん
（
鳥
取
字
大
門
一
七
　
三
十
六

歳
）。

桑
折
の
伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分

署
に
勧
め
る
後
藤
さ
ん
。
非
番
の
日

を
利
用
し
て
子
供
た
ち
を
指
導
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
小
坂
小
学
校
の
Ｉ
ニ

年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
二
十
八
名

が
入
団
し
、
練
習
は
、
日
曜
日
を
含

め
週
二
！

二
回
と
の
こ
と
。
試
合
が

近
く
な
れ
ば
一
日
お
き
と
、
練
習
日

が
増
え
る
そ
う
で
す
。

「
試
合

に
勝

つ
こ

と
よ

り
も
、

礼

儀

作
法

と
体
力

づ
く

り
に
重

点
を

お

い
て
指

導
し

て

い
ま
す
。

終
了
し

て

い

っ
た
子
供

た
ち

は
、
中
学

生
、

商

校
生

に
な

っ
て

い
ま
す

が

。
町

で
あ

っ
て

も
き

ち
ん

と
あ

い
さ

つ
を

す

る

し
、

ま
た

、
指
導

し

た
私
た

ち
以
外

の
人

に
も

す
す

ん
で
あ

い
さ
つ
を
し

て

い
る
よ

う
で

す
。

き
ぴ
し

く
し

つ

け

た
か

い
が
あ

り
ま
し

た
。
」
と
話
す

後
藤

さ
ん

。

部

鎚
の

朽
木

硯
也

さ
ん

（
前

田

）

コ

ー
チ

の

斎
藤
金

夫

さ
ん

（
小

坂

）

と
Ｉ
‘一
人
で

指
導

し
、
今

年
の
成

績
は

、

練
習

試
合

を
含

め
四
十

一
勝
五

敗
の

好

成

績
。

ユ
ニ

ホ
ー

ム
や
用

具
な
ど

は
、

月
五
百

円

の
会
費

と
、
年

二
回

行
う

廃
品
回

収

な
ど
で

助

っ
て
い

る

と
の

こ
と

。

「
子

供

に
、
時

間
を
守

ら

せ
る
よ

う
に

し
て

い
る

の
で
、

自
然

と
自
分

も
時

間
を

守
る

よ
う

に
な
り

ま
し
た

。

自

分

に
と
っ
て

も
、
大

変
良

か

っ
た

と
思

っ
て

い
ま
す
。
」
と
後
藤

さ
ん

。

子

供
た

ち
に
教

え

る
声
に

は
。
き

ぴ

し

さ
の
中

に
も

愛
情

が
こ

も
っ
て

い

ま
し
た

。



30周年記念

運動会
▲「うまくつれたー」 （ぴんつり髄争）

町
制
施
行
三
十
周
年
記
念
の
町
民
大

運
動
会

が
、

十
月
十
日
、
澄
み
切
っ
た
青
空
の
下

、
藤
田
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に

約
千
五
百
人
の
町
民
が
参
加
し
行
わ

れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
、
佐

藤
普
右
工
門
町
長
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
藤
田
愛
鳩
会
の
協
力
で
二
百
五
十
羽
の
鳰
を

秋
覃一
に
放
ち
開
幕
し
ま
し
た
。

全
員
で
ラ
ジ

オ
体
榛
の
あ
と
、
六
十
粛
以
上
の

お

年
寄
り
に
よ
る
玉
入
れ
を
ト
ッ
プ
に
、
親
子
三
代
リ

レ
ー
、
私
の
選
ん
だ
人
。
二
人
仲
よ
く
史
跡
め
ぐ
り
、

ク
リ

ー
ン
作
戦
、
綱
引
き
な
ど
二
十
六
種
目
に
地
区

対
抗
、
個
人
で
競
い
あ
い
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
町
民
運
動
会
と
あ
っ
て
、
家
族
連
れ

で
参
加
し

た
町
民
は
、
秋
の
日
差
し
を
い
っ
ぱ
い
に

浴
び
な
が
ら
全
員
元
気
に
競
技
に

熟
中
し
て
い
ま
し

た
。

【たから ひろい】

Ｆ
「
た
の
む
ぞ
″
こ

｛
千
メ
ー
ト
ル
年
代
別
リ
レ
ー
｝



町 制 施 行

町民大
Ａなかなかイキが合ってますねー（私の遺んだ人）

▲r ボクが一番だーいJ
▲轡年おどりでフィナーレ

(盆踊 り保 存会の みな さん〉

Ｆ
「
や
っ
と

と
お
れ
た
″
‥」
（
安
全
運
転
リ
レ
ー
）

４

「

そ

れ

、

他

の

チ

ー

ム

に

輿

け

る

な

″
‥
」

（

玉

入

れ

）



町
長
選
挙

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

投
票
日
は
十
一
月
十
八
日
（
日

）

任
期
満
了
に
伴
う
国
見
町
長
選
挙

並
び
に
国
見
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

は
十
一
月
十
三
日
告
示
さ
れ
、
十
一

月
十
八
日
投
飛
が
行
わ
れ
ま
す
。

口
立
候
補
予
定
者
説
明
会

立
候
補
予
定
者
の
説
明
龠
を
．
十

月
三
十
一
日
（
水
）
午
穣
一
時
三
十

分
か
ら
、
役
場
会
議
室
で
行
い
ま
す
．

口
投
票
時
問

午
飼
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

「
」
投

票
で

き
る

人

選
挙
人
名
一

に
登
破
さ
れ
て
い
る

看
で

・
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
十
九
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
看

・
昭
和
五
十
九
年
八
月
八
日
ま
で
に

転
入
届
を
し
た
者

【
】
不

在

者
投

票

投
票
当
日
、
仕
事
の
都
合
や
病
気
．

出
産
、
団
体
旅
行
な
ど
で
投
累
で
き

な
い
方
は

・
十
一
月
十
三
日
か
ら
十
一
月
十
七

日
ま
で
．

（
土
曙
日
で
も
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
．
）

・
時
間
は
、
毎
日
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
、
町
役
鳩
内
選
挙

管
理
委
員
會
で
．

身

体
師
害
者

巡
回

相
談
会
の
お
知
ら
せ

補
装
具
適
合
判
定
会

が
、
左
記
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
補
装
具

な
ど
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
、
相
談
会
の
内
容

○
視
覚
障
害
者
診
査

〇
補
装
具
適
合
判
定

二
、
日
時
お
よ
び
場
所

十

月

こ

卜

四

日

｛

水

｝

卜

一

時

Ｉ

ト

．‐一
時

国

見

町

公

民

館

（

老

人

ｆ

ど

も

室

）

三
、
相
談
順
路

ふ
寸

相
酸
―

まｔ
叱
ｔ
（

白　

―
適
介
判
定

袖
聴
器
製
作
修
理

四
、
持
参
す
る
も
の

身
障
１
帳

一
俄
膓
ｆ
帳
）
・
ほ
険

証
・
印
鑑

人
磯
省
東
北
財
務
‥岬
福
Ｑ

財
務
部

の
機
構
改
革
に
関
す
る
お
畑

ら
せ

人

蔵
劣
‥
東
北
財

務
局

「
福

鳥
財

務

部

」
は
、

機
構

改
革

に
よ
り

、
本
年

卜
Ｈ
り
一
日

か
ら

「
福
鳥

財
務
嘔

務
所

」

と

し
て
発

足

い
た
し

ま
し
た

。

ま
た
、
今
回
の
改
革
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
事
務
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

朿
北
財
務
局
へ
嘔
務
が
移
っ
た
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
国
有
財
産
の
売
払

い
又
は
貸
付
の
事
務
、
金
融
機
関
の

監
督
嘔
務
、
資
金
運
川
部
資
金
の
融

資
に
関
す
る
事
務
は
引
き
続
き
、
新

し
い
「
福
鳥
財
務
事
務
所
」
で
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
嘶
い
い
た
し
ま
す
。

みんなで全国防犯運動を盛り上げよう７

10 月11日・10月20日

考えてぼくらが育つ環境を

覚せい剤・シンナーを追放しよう
Ｏ

誘い を受lf た、甃た、聞いた．乱川占 を知-j でいる、

注射器やrlい 粉をも９でいたとか、 人に追 われ

殺さ れるなどと 被宵妄思的 なことをしゃべｰ､ て

いるのがわかｰ, たと きはⅡ 0 番しましょう。

｢覚せい剤110 番｣

昔(O2･5)22－1100



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

◆
渋
谷
主
一
郎
さ
ん
（
光
明
寺
）
か

三
万
円
－

故
貞
一
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
佐
藤
幸
輔
さ
ん
（
貝
田
）
か
ら

五
万
円
卜
故
政
一
二
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
福
鳥
ヤ
ク
ル
ト
販
売
（
株
）
か
ら

一
万
六
千
九
百
円
卜
福
祉
ヤ
ク
ル

ト
売
上
金

県
北
中
学
校
に

◆
菊
地
ほ
五
さ
ん
（
石
母
田
西
）
か

二
万
円
－

故
コ
ノ
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
佐
藤
幸
輔
さ
ん
（
貝
田

）
か
ら

三
万
円
－

故
政
一
二
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
八
島
悼
正

さ
ん
（
山
崎
北

）
か
ら

県
北
中
学
校
全
景
航
空
写
真
一
点

藤
田
小
学
校
に

◆
菊
地
伝
五
さ
ん
（
石
母
田
西
）
か

二
万
円
－

故
コ
ノ
さ
ん
の
ご
遺
志

大
木
戸
小
学
校
に

◆
菊
地
伝
五
さ
ん
（
石
母
田
西
）
か

二
万
円
－

故
コ
ノ
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
佐

藤

幸
輔
さ

ん

（
貝
田

）
か
ら

一
二
万
円
－

故

政
一
‘一
さ
ん
の

ご
遺
志

第14 回　 国 見町文化祭

○総合 展示 会　11月 ２日～ ４日　町民体育館

※個 人作品も、１人２点以内で出品 できます

(10月26日まで公民館ま申し込 みし て下 さい。作品搬入は

１日午後１時 です)

○町制施行30周年のあ ゆみ写真震　11 月２日～ ４日　 町民体育館

〇藍能発表会　　　　　　　　　11 月４日・11日　 公民館

○将棋 大会　　　　　　　　　　11 月３日　　　　 公民館

○茶 席　　　　　　　　　　　　11 月３日　　　　 公民館

○ダンスパーティ ー　　　　　　11 月11日　　　　 公民館

★詳 しくは文書回らんいたします

なお、お問い合せは町教育委員会へa85 －2111

戸籍の窓口
（９月受 付分 ）

出生おめでとうございます
子 の 名　　保観者　　 藝　薦

淳 子(じゅんこ)松浦 英夫　大 木 戸

壌( み の る)黒田　 武　泉 田 下

陸( た か し)佐藤 秋男　大 町 南

啓　子{け い こ}櫺沢 啓二 並　 柳

和佳子{わ か こ}木村　博良　耕　 谷

寛　生(ひ ろ き)佐藤 正和　前　 田

和　晃(かずあき)宍戸　和夫　篇　 七

克 博(かつひろ)八巻　敏弘 姉　 町

さ　え　　　　 村上 國悛 滝　 山

ご結婚おめでとうございます
氏　　 名　　　　　　 部　落

森　林 和 寛　　　　 第　 七

大 槻 裕 子　　　　 桑 折 町

我 妻　　 博　　　 宮 町 北

佐 藤 純 子　　　 梁 川 町

遠　藤　正　弘　　　　 神奈川県

大　沼 葵保子　　　　 貝　　田

おくやみ申し上げます
氏　　 名　　　 年齢　　 郎　・

佐 藤　利 廣　　80　　 石毋田原

高　檎　夕ヶヨ　　83　　 山崎小舘
鈴　木　甲 悦　　75　　 駅　 前

松 浦　ミ　ス　　71　　 石母田北
松 浦　昭 子　　　３　　 石毋田北

斎 藤　チ　ヨ　　66　　 貝　　田

野 田 咎 實　　87　　 第 十 一
吉　田　ミ　サ　　89　　 第　 三

渋 谷 貞 －　　84　　 光 明 寺
八 鳥 幸 男　　61　　 富 町 南

佐 蹕　政　三　　72　　 貝　　田

富　内　ミ　エ　　 フS　　宮　 東

人口と世帯
10月１日現在(前月比)９月中のうごき

人
　
　

囗

男5.8 人 ← 7  )

一女6.1 人(  ｰ 3 )

- 計 12.037人 （－10 ）

世帯数2.8 戸（－１）

転　入　23人

転 出　30人

出　生　９人

死 亡　12人

心配ごと相談日
鳩 所 ： 役場 二 階 相 談 室｛東仙人口々らお入り下さい｝

時 間： ９時 ～12 時

こまったことや、相談ごと がありましたら、

お気軽 にご相談下さい。 秘密は絶対に守ります。

〔相談 員 〕

10月25日 く木）櫻沢　 正・山内　聰ﾐ

ｎ 月５日（月）鈴木 正雄・牧野 容气

11月15日（木）遠藤 寥市・恠遍　貞７

10月　神無月（かんなづき）

17日（水）貯蓄の日

18日（木）統叶の日

23日（火）霜降・電信電話記念日

24日（水）国漣の日

-26日（金）原子力の日

日 (土）銑書週間

11月　霜月（しもつきl

１日（木）燈台記念日

３日（土）文化の日

７日（水）立冬

･９日（金）満月

11 日 (日）世界平和記念日

15日（木）七五三



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館
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第
三
回
町
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

滝
川
チ
ー
ム
が
優
勝

国
見
町
、
町
体
協
主
催
の
町
長
杯

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
は
昨
年
よ
り

Ｉ
チ
ー
ム
多
い
三

十
ニ
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
県
北
中
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
九
月
十
一
日
か
ら
九
月

二
十
二
日
ま
で
一
日
二
賦
合
ず
つ
ナ

イ
タ
ー
で
行
わ
れ
、
秋
の
夜
長
を
楽

し
み
ま
し
た
．

試
合
の
結
果
は
下
妃
の
と
お
り
．

▲町長から侵飃の滝川チームに

優勝　　滝川チーム

光
　
明
　
寺

旭宮
　
　
　
東

森
　
　
　
西

大
　
町
　
南

神
　
　
　
明

滝
　
　
　
川

内
　
谷
　
西

上
　
　
　
野

内
　
谷
　
東

川
　
　
　
内

高
　
　
　
城

石
　
毋
　
田

前
　
　
　
田

宮
　
町
　
Ｂ

塚
　
野
　
目

大
　
木
　
戸

徳
　
江
　
南

大
　
町
　
北

鳥
　
　
　
取

宮
　
町
　
Ａ

徳
　
江
　
北

錦
　
　
　
町

小
　
　
　
坂

源
　
宗
　
山

泉
　
　
　
田

観
　
月
　
台

森
　
　
　
北

耕
　
　
　
谷

西
　
大
　
枝

山
　
　
　
崎

貝
　
　
　
田

あ
つ
か
し
俳
句
会

蔵
王
嶺
の
こ
こ
に
湧
く
湯
ぞ
山
う
る
し
　
　
　
　
　

奥

山
　
甲
　
二

立
待
や
二
夜
無
月
の
胸
の
晴
れ
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
　
田
　

一
　
陽

豊
の
秋
鍬
を
か
つ
い
で
立
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤

田
　

勝

衛

敬
老
の
日
の
健
康
を
讃
へ
ら
れ
　
　
　
　
　
　
　
　

奥

山
　
甬
　
田

コ
ス
モ
ス
や
山
門
の
す
ぐ
に
六
地
蔵
　
　
　
　
　
　

佐
久
間
　
山
　
月

拓
本
を
採
る
碑
の

ぬ
く
き
秋
の
山
　
　
　
　
　
　
　

萩

原

吐

絹

山
脈
の
渓
雲
湧
き
て
薄
紅
藁
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺

蔦

永

下

／
に
紅
あ
り
姑
の
敬
老
会
　
　
　
　
　
　
　
　

角
　
Ⅲ
　
昭

子

花
よ
り
も
巧
み
の
彩
や
葉
鶏
頭
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
　
問
　
は
る
子

唐
黍
を
干
す
や
墾
地
の
一
軒
家
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
　
蘰

国
　
楓

く

に
み

短

歌
会

甬
乞
う
と
み
の
か
さ
つ
け
し
里
人
ら

沼
に
向
い
て
叫
び
つ
づ
け
る
　
　
　
　
　

佐
久
間

直

次

あ
だ
た
ら
山
の
空
に
の
こ
れ
る
夕
あ
か
り

遠
く
兒
や
り
て
山
を
く
だ
り
ぬ
　
　
　
　

佐
　
野
　
一
　
子

降
る
雨
の
軒
叩
く
音
し
ぷ
く
音

一
人
間
き
つ
つ
山
の
湯
に
あ
り
　
　
　
　

高

檎
　
セ
　
ン

り
Ｉ
ん
り
Ｉ
ん
と
翅
一
斉
に
振
り
競
い

我
が
鈴
虫
は
銀
賞
を
得
る
　
　
　
　
　
　

阿

部

美
奈
子

コ
ン
バ
イ
ン
稲
か
む
如
く
刈
り
ゅ
き
て

束
ね
る
わ
ら
を
ボ
ン
ボ
ン
弾
く
　
　
　
　

五
十
嵐
　
　

衛

た
ま
さ
か
の
雨
の
日
曜
若
き
日
の

日
記
を
め
く
り
一
日
過
せ
り
　
　
　
　
　

古
　
田

貞

造

学
研
の
教
材
配
り
で
夕
暮
の

ペ
ダ
ル
も
か
る
く
家
路
い
そ
ぎ
ぬ
　
　
　

松

浦

君
　
子

た
そ
が
れ
の
も
の
の
音
澄
む
山
あ
い
に

一
羽
の
鳥
吸
い
こ
ま
れ
ゆ
く
　
　
　
　
　

佐
久
間
　
幸
　
雄

厚
樫
の
頂
き
に
た
て
ば
麓
よ
り

登
り
く
る
子
の
声
こ
だ
ま
す
る
　
　
　
　

吉
　
田
　
孝

夫

ゆ
く
秋
の
あ
は
れ
も
こ
め
て
し
づ
も
れ
る

能
楽
殿
に
夫
と
た
た
ず
む
　
　
　
　
　
　

高
　
橋
　
幸
　
子



親
子
安
達
太
良

登
山

終
え

る

九
月
二
十
四
日
（
月
）
快
晴
の
も

と
一
二
年
ご
し
の
親
子
安
達
太
良
暦
山

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
四
十
八
名
の
親
ｆ
が
参
加

し
、
広
人
な

大
自
然
に
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
に
ふ
れ
あ
う

こ
と
に
よ
り
、
自
然
の
め
ぐ
み
、
美

し
さ
、
又
動
植
物
に
対
す
る
愛
情
な

ど
を
学
ば
れ
た
と
思
い
ま
す
。

頂
上
で
は
遠
く
の
山
々
が
く
っ
き

り
兄
え
、
特
に
磐
梯
山
は
手
に
取
る

よ
う
な
所
で
昼
食
を
と
り
全
員
登
山

の
魅
力
を
満
喫
、
途
中
く
ろ
が
ね
小

屋
で
休
憩
し
元
気
に
下
山
し
ま
し
た
。

帰
路
の
車
中
で
は
大
自
然
に
魅
ｒ

さ

れ
た
せ
い
か
思
い
の
外
静
か
で
し
た
。

町

ゲ

ー
ト

ボ

ー
ル

協
会
が
誕
生

ど
な
た
に
も
簡
単
に
手
軽
に
で
き

健
康
づ
く
り
に
最
適
な
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
、
今
や
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、

各
地
で
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
お
り
ま

す
。我

が
町
で
も
、
ヤ
ヒ
チ
ー
ム
・
会

員
二
三
二
名
加
入
の
郡
内
有
数
の
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
が
誕
生
。
先
月
二

十
丘
日
午
後
。
町
公
民
館
で
代
議
員

に
よ
る
設
立
総
会
が
開
か
れ
。
会
則

を
は
じ
め
役
貝
選
出
、
事
業
計
両
予

算
等
を
審
議
、
今
後
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
通
じ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
倅
及
と
向
ｈ
を
目

指
す
と
と
も
に
、
健
曝
の
維
持
増
進

と
あ
わ
せ
地
域
社
会
の
友
和
と
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
申
し
合

せ
こ
の
ｔ

月
に
は
、
教
室
・
講
習
会
・

：

ま
た
協
会
設
立
配
念
大
会
を
開
催

す
る
等
、
意
欲
に
燃
え
て
お
り
、
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

◇
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
役
員
次
の

と
お
り
。
（
卜
七
チ

ー
ム
・
会
口

こ

二
二
名
）

○
会
　
長
　
斎
藤

止
美
（
国
兒
Ｇ

Ｂ
愛
好
会
）

○
副
会
長
　
熊
坂
　
善
七
（
内
谷
野

会
）

○
岡
　
　

佐
久
間
勇
治
（
麻
山
老

人
ク
ラ
ブ
）

○
岡
　
　

八
鳥
　
ア
キ
（
町
老
ク

連
）

○
そ
の
他
、
理
事
十
二
名
・
庶
務
、

会
計
各
一
名
・
監
事
二
名
を
選
出
す

る
。

史

跡
め
ぐ

り

ウ
ォ

ー
ク

・

ラ

リ

ー
大

会

少
年

仲
間

づ
く

り
教

室

九
月
二
十
日
、
教
室
生
ニ
ト
ハ

名

が
参
如
し
、
公
民
館
か
ら
、
石
母
田

供
費
塔
、
石
毋
田
城
跡
、
義
経
の
腰

掛
松
を
通
り
、
厚
樫
山
展
望
台
を
。ゴ

ー
ル
と
す
る
コ
ー
ス
（
約
六
キ
ロ
）

で
‥け
い
ま
し
た
。

最
初
に
、
郷
土
史
家
、
菊
池
利

推

先
生
か
ら
、
町
内
の
文
化
財
に
つ
い

て
お
話
し
を
聞
い
た
あ
と
、
四
人
一

組

と
な
り

、
地
図

を
ｆ

が
か

り
と

し

て

、
各
史

跡
を

ま
わ
り

、
ま

た

ク
イ

ズ

を
解

き
な
が

ら
、
各
チ

ー
ム
競

い

あ

い
な

が
ら
ゴ

ー
ル

し
ま
し

た
二

途
中

、
道

に
迷

う
チ

ー

ム
が
続
出

し
て

、
予
定

時
間

を
大

き
く
遅

れ
な

が
ら

も
、
無
事

全
員

ゴ

ー
ル

に
到

着

し
ま

し
た
「
．

さ
っ
そ
く

、
サ

ー
ク
ル

ぼ
け

っ
と

会
Ｕ

の
方

が
川

意
し

た
「

豚
汁

」
を

食

べ
な
が
ら
破

れ
を

い
や

し
ま

’
‘
た
．

町
民
学
校

生
徒
募
集

公
民
館
で
は
、
後
期
町
民
学
校
を
た

左
記
の
と
お
り
開
般
い
た
し
ま
す
の

で
町
民
皆
様
の
入
校
を
お
願
い
し
ま

す
。◇

和
紙
人
形
教
室
（
毎
週
火
曜
日

）

０
回
数
　
六
回
％
％
％
叺
％
％

○
時
間

午
後
七
時
一

九
時

○
講
師

「
直
木
硫
」
師
範

岡
崎
洋
’ｒ
先
乍

◇
謡
曲
教
室
　
　

（
毎
週
金
曜
日
）

ｏ
回
数
　
六
回
％
％
％
屶
％
％

○
時
間
　
午
後
七
時
一

九
時

○
講
師

宝
生
流

坂
東
義
弘
先
生

◇
ふ
る
さ
と
の
歴
史
（
毎
週
土
曜
）

○
回
数
　
六
回
％
％
％
腎
％
％

○
時
間
　
午
後
二
時
一

四
時

〇
講
師
　
山
舟
驚
小
教
頭

渡
部
正
俊
先
生

八
巻
善
兵
衛
先
生

菊
池
　
利
雄
先
生

巾
し
込
み
用
紙
は
後
日
各
戸
へ
配
布

致
し
ま
す
の
で
十
月
一
二
十
一
日
迄
公

民
館
へ
申
し
込
み
ド

さ
い
。

藤
田
第
二
長

寿
会

で

奉

仕

作

業

／

九
月
二
十
五
日
午
前
中
、
藤
田
第

ご
長
爵
会
（
会
長
舟
山
忠
男
氏
）
の

十
二
名
の
み
な
さ
ん
が
、
雑
巾
や
ホ

ー
キ
な
ど
を
持
ち
寄
り
公
民
館
隣
り

の
旧
佐
藤
家
住
宅
（
古
民
家
）
の
拭

き
掃
除
・
草
む
し
り
の
痢
掃
を
行
な

い
古
民
家
も
人
変
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
内
一
周
駅
伝
大
会

の
お
知
ら
せ

◇
と
　
き

ト

ー
月
四

Ｈ

（
Ｈ

）
午

前
九

時

―
開
会

式

（
午

前
十
時

ス

タ
ー
ト

）

◇
と
こ
ろ

公
民
館
前
広
場
（
町
内

一
周
を
競
争
す
る
。
）

図
多
く
の
団
体
・
チ
ー
ム
の
ご
参
加

を
期
持
し
て
お
り
ま
す
。

寄
贈

○
雑
巾
　
五
Ｃ
枚

徳
江
　
佐
野
フ
ョ
さ
ん

○
図
書
「
私
た
ち
の
満
洲
」

塚
野
口
　
佐
久
間
勝
夫
さ
ん

○
図
書
「
福
鳥
県
モ
ラ
ロ
ジ
ー

開
発
史
」

本
　
町

松
浦
　
惣

】
さ
ん

Ａ山頂で記念撮彫

▲奉事ゴールし、山頂で一休み



事
故
ゼ
ロ
を
願
い

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

秋
の

交
通

安
全
運

動
初
日

の
九
月

二

十

一
日

午

隋

．
時

．．．十
分

か

ら
、

交

通

安
全
を

呼
び

か
け
る

パ
レ

ー
ド

が
行

わ
れ
ま

し
た
．

藤
田

小
鼓

笛
隊

、
交
通

安
全
協
会

四

部
会

．
同

じ
く
毋

の
会

、
老
人

ク

ラ
ブ

、
婦
人
会

な

ど
約
四
百

人

が
参

加
．

藤
田
小

校
庭

で
出
発
式

が
行

わ

れ
．
町

交
通

対
策
協

会
長

の
佐
藤

粹

右
工
門
町
長
。
佐
藤
貞
次
郎
桑
折
警

察
署
長
、
宍
戸
成
男
藤
田
小
校
長
ら

が
「
八
月
二
Ｆ
一
二
Ｈ
で
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
千
日
を
達
成
し
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
二
ｆ
口
ご
・
羊
日
と
記
録
を

伸
ば
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
藤
田
小
鼓
笛
隊
に
よ

る
演
奏
が
行
わ
れ
、
観
月
台
公
園
ま

で
目
抜
き
通
り
を
パ
レ
ー
ド
’
）、
道

行
く
人
た
ち
に
チ
ラ
シ
を
配
り
な
が

ら
街
頭
啓
発
を
し
ま
し
た
。

地
震
を
体
験

～

小

坂

小

・

森

江

野
小

で

～

十
月
三

日

、
福

鳥
県

に

二

口
し

か

な

い
福

鳥
消

防
本
部

の
地

震
体
験

車

が
小
坂

小
学

校
と
森

江
野
小

学
校

に

訪
れ

ま
し

た
．

子
供

た

ち
に
地
震

の
恐

ろ
し

さ
を

知

っ
て
も

ら
お
う

と
行

っ
た
も

の
で

小
坂
小

乍
校

の
児
童

百
．こ
十
九
名

と

先
生

十
一
名

、
小

坂
季

節
傑
育

所
の

園
児

五
十
四

名

と
保
母
四

名

、
森
江

野
小
学

枚
の
児

童
百

八
十

．．．名

と
先

生
十

名
が

、
実
際

に
乗

っ
て

み
て
地

震
を

体
験

し
ま
し

た
．

震

度
四

か
ら
震

度
七

ま
で

の
地
震

を
経

験
し

た
児
童

ら
は

、
「
思

っ
た

よ

り
捐
れ

な
か

っ
た

」
「

と
て
も
怖

か

っ
た
」

な
ど

と
感

想
を
話

し
て

く

れ

ま
し

た
．

六

年
前

の
宮
城

県
沖

地
震

の

被
害

も
、
時
と
と
も
に
忘
れ
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
二
度
と
あ
の
よ
う
な
災
害
に

あ
わ
な
い
よ
う
、
倅
段
か
ら
注
意
し

た
い
も
の
で
す
。

△ 4 0 0 人が参加したパレード

Ａ小坂小学枚で▲森江野小掌枚で

収
穫
に
歓
声

森
江
野

幼
稚
園
で

イ
モ

振
り

十
月
五
日
、
森
江
野
幼
稚
園
で
サ

ッ
マ
イ
モ
掘
り
が
行
わ
れ
、
四
十
二

名
の
園
児
た
ら
は
、
手
を
泥
だ
ら
け

に
し
な
が
ら
、
大
き
く
育
っ
た
サ
ツ

マ
イ
モ
を
予
に
し
、
歓
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。

森
江
野
幼
稚
園
で
は
、
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
乍
校
勤
労
体
験
的
学
習

の
一
環
と
し
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽

培
を
始
め
、
今
年
で
四
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

六
月
十
五
日

に
苗
を
植
え
、
園
児

た
ち
全
員
で
、
毎
日
水
を
か
け
た
り
、

駄
む
し
り
な
ど
を
し
て
、
こ
の
日
の

収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

の
佐
藤
恭
子
さ
ん
が
畑
を
耕
し
、
苗

の
選
定
な
ど
を
し
て
く
れ
、
園
児
た

ち
の
丹
精
こ
め
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、

今
ま
で
に
な
い
大
き
さ
で
。
収
穫
皿

は
ざ
っ
と
四
十
キ
ロ
。

幼
稚
園
で
は
、
さ
っ
そ
く
ふ
か
し

て
園
児
の
お
や
つ
に
し
ま
し
た
。

▲大きなサツマイモを手にし喜ぷ園児たち

～ 国 見 町 民 憲 章 ～

1｡あたたかく、たすけあう叨をつくりましょう。

1.楽しく働いて、豊かな叨をつくりましょう。

1.すこやかで｡ よろこぴに生きる萼をつくりましょう。

1.力をあわせて､ すが1 がしい网をつくりましょう。

1.教育と文化を高め､ 希盟にみちた町をつくりましょう。

編
集
日
記

○
十
月
十
口
、
藤
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
町
民
大
連
動
会

が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
前
日
ま
で
の
膚
寒
い
天
気
と
は

う
っ
て
変
わ
っ
て
、
秋
晴
れ
の
暖

か

い
一
口
と
な
り
ま
し
た
。

○
と
こ
ろ
で
、
こ
の
十
月
十
日
の
体

青
の
０
は
、
昭
和
一
二
十
九
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
の
日
を
記
念
し
て
祝

日
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
不
思
議

と
天
好
天
気
に
恵
ま
れ
る
よ
う
で
す
’

○
毎
年
、
各
地
区
で
こ
の
体
育
の
日

に
各
種
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
日

ご
ろ
の
運
動
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、

こ
の
機
会
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
ん
だ

ら
い
か
が
で
す
か
。
　
　
　
　

Ｓ

鑷
叮
・
嵋
梟

田
見
町
企
両
課

孤
鳥
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字
藤
田
辛
一
丁
田
二
２
の
１

・

九
六
九
Ｉ

］
匕
　

酋
｛
Ｏ
Ｊ一
四
五
｝
八
五
ｌ
二
一
一
一
｛
代
表
｝
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